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【解説】

被験者へ、次回ビジットで治験外注検査がある場合、先に処置室へは行かずに外来待合で待機していただくよう説明し、前日にも電話連絡を行う。

処置室看護師は、担当CRCと共に検体を採取する

治験用容器が当院の採血機材を使用できない場合、担当看護師へCRCが説明する

CRCは、治験ビジットをスムーズに行うために、EQ-5Dやバイタル測定等を先に行う時は、中央処置室で採血の受付を済ませる。

受付担当者には、採血受付は行うが、採血の依頼は改めてＣＲＣから処置室看護師へ声をかけ、順番を飛ばしてもらうことを伝える。

入院の治験の場合、担当看護師へ検体の採取方法について、担当CRCが事前に説明する。電子カルテにNs→NsまたはCo→Nsで指示を入
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同梱の手順書に沿って検

体処理

処理の流れ処理

出検検体を確認する。

検体・依頼書を所定の

保管場所へ

依頼書記載内容確認

必要時追記

窓口対応

各診療科受付

採尿提出

手順に従い梱包

採血

前日までに、検体の準備と回

収連絡を行う。院内の「治験

あり」のオーダーを入力.各診

療科から被検者の来院の連絡

を受けて、外注検査資材一式

を持参し各診療科へ向かう

検査手順書

採血用スピッツを採

血担当者へ渡し、注

注意事項を説明する

担当CRC

へ

手順書書に遠

心の開始時刻

や終了時刻が

必要な場合記

載してもらう

妊娠検査など、提供機

材を使用する場合、必

要時結果と検査担当者

のサイン・検査時刻等

を記載してもらう

検体処理後は、検査

科内で保管

検査依頼書

回収伝票等

CRCとダブルチェック

のうえ回収。回収まで

に事前に取り決められ

た方法で梱包しておく

各種伝票の控えは症例

ファイルに保管する

検査依頼書控え


